
春 日 部 市 自 治 会 連 合 会∏

�

　自治会・町会・地区・区では、地震・風水害などの災害に備えての自主防災活動や、青少年の健全育成、
　交通安全、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動などを行っています。�
　自治会・町会・地区・区に加入して交流を深め、地域の輪を作りましょう。�

地域をつなぐコミュニティバス「春バス」�

第 12  号

１０月７日�
１０月７日�
１０月７日�
１０月７日�

�
�

２０年２月２３日�
�

● 定例総会…………………………………�
● 自治会活動の手引き発行……………………………�
● 春のクリーンデー……………………………………�
● 正副会長会議……………………………�
● 理事会……………………………………�
● 役員研修会………………………………………�
● 各地区体育祭の実施�
　 粕壁地区体育祭………………………………………�
　 内牧地区体育祭………………………………………�
　 武里地区体育祭………………………………………�
　 武里団地地区体育祭…………………………………�

★日赤社資・社協会員の増強への協力　　　　　　　　★ごみの5分別収集への協力�
★赤い羽根、歳末たすけあい等募金運動への協力　　　★自主防災・防犯活動への協力�
�
★各種審議会等への委員選出　　　　　　★各種行政機関との連絡調整　等�

【協力事業】�
�

【その他】�

平成19年度活動報告�

平成１９年 5月１７日�
５月１７日�
５月２７日�

４月１９日他　７回�
４月１９日他　６回�

１１月１５・１６日�
�

１０月７日�
１０月７日�
１０月７日�
１０月７日� 【講  師】�

　豊春地区体育祭………………………�
　幸松地区体育祭………………………�
　豊野地区体育祭………………………�
　庄和地区体育祭………………………�
● 市議会議員定数削減に係る陳情および自治会
　 長へのアンケート調査実施�
● 研修会…………………………�
�
�
【演  題】 「山下さんちの物語�
　　　　　　　　～地域でいきいき編～」�
　　　　　　�

講談師　　　宝 井 琴 桜 氏�
�

講　演�

e主な内容e

■自治会・町会・地区・区の特色及び活動状況の紹介、役員視察研修会報告
■幸松地区の紹介、市議会議員定数削減に係る陳情および自治会長へのアンケート調査報告
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新
生
二
区
は
、
南
桜
井
駅
よ
り

千
葉
県
寄
り
に
六
、
七
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

昔
、
軍
需
工
場
の
社
宅
と
し
て
造

成
さ
れ
た
地
域
の
一
部
で
、
現
在
、

新
生
地
区
（
新
生
一
区
・
二
区
・

三
区
・
四
区
）
で
区
長
会
を
結
成

（
二
百
世
帯
）
し
、
集
会
所
の
管
理

お
よ
び
共
同
事
業
（
自
主
防
災

会
・
資
源
回
収
・
公
園
の
清
掃
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
）
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

新
生
二
区
は
世
帯
数
六
十
五
戸
、

区
の
役
員
は
区
長
を
含
め
八
名
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
実

施
し
て
い
る
事
業
は
毎
年
一
月
中

旬
に
新
年
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
、

町
内
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
十
月
、

以
前
は
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
補
助
金
の
廃

止
と
高
齢
化
に
よ
る
参
加
者
の
減

少
の
た
め
中
止
と
し
、
代
わ
り
に

五
年
ほ
ど
前
か
ら
健
康
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
健
康
は
一
番

の
財
産
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
保
健
セ

ン
タ
ー
の
職
員
に
よ
る
栄
養
指

導
・
健
康
相
談
・
測
定
な
ど
と
、

区
長
の
講
話
と
昼
食
懇
親
会
を
開

催
し
て
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
歴

代
の
区
長
よ
り
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
「
新
生
二
区
町
内
会
だ
よ
り
」

と
い
う
広
報
を
毎
月
区
長
が
作
成

し
、
市
の
広
報
と
一
緒
に
全
戸
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
町
内

会
の
行
事
を
主
に
、
区
長
会
・
自

主
防
災
会
・
市
の
事
業
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
て
い
て
、
会
員
か
ら
大

変
重
宝
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
自
治
会
は
、
幸
松
二

十
三
自
治
会
に
所
属
し
、
運
営
上

小
渕
六
地
区
（
松
河
町
・
追
分
・

本
村
・
観
音
前
・
原
前
・
島
）
に

分
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
春
日
部

市
の
北
部
に
位
置
し
、
杉
戸
町
と

接
す
る
緑
豊
か
な
住
宅
地
で
す
。

近
く
に
は
国
道
四
号
線
や
国
道
十

六
号
線
が
交
差
し
て
走
り
、
西
側

に
は
大
落
古
利
根
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
不
二
山
（
浄
春
院
）
近
く

に
は
昔
、
何
度
も
川
が
は
ん
ら
ん

し
て
土
砂
が
積
も
り
自
然
に
で
き

た
微
高
地
（
砂
丘
）
が
現
在
も
一

部
残
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
六

年
に
は
首
都
圏
を
浸
水
被
害
か
ら

守
る
た
め
、
小
渕
橋
近
く
に
首
都

圏
外
郭
放
水
路
工
事
が
着
工
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
十
八
年
に
完
成
し
、

大
雨
で
一
定
の
増
水
時
に
は
流
入

口
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
江
戸
川
に

放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
は

自
動
車
教
習
所
・
小
渕
小
学
校
・
商

店
な
ど
も
あ
り
、
街
並
み
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

自
治
会
組
織
は
顧
問
・
参
与
・

会
長
・
副
会
長
・
理
事
・
組
長
・

班
長
・
監
事
・
会
計
・
ク
リ
ー
ン

推
進
委
員
・
子
ど
も
会
・
体
育
振

興
員
・
民
生
委
員
・
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
女
性
部
員
な
ど
役
員
三

十
八
名
か
ら
な
り
、
五
百
六
十
世

帯
の
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

年
度
事
業
も
四
月
の
総
会
か
ら
、

春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
市
民

夏
祭
り
、
合
同
盆
踊
り
、
幸
松
地

区
体
育
祭
、
合
同
防
災
訓
練
、
子

ど
も
会
協
賛
も
ち
つ
き
大
会
、
島

賀
詞
交
歓
会
、
古
利
根
川
清
掃
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
多
忙

の
中
、
自
治
会
活
動
に
積
極
的
に

参
加
さ
れ
地
域
と
共
生
を
図
り
、

「
心
と
心
の
融
和
を
大
切
に
し
よ

う
」
と
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き

る
「
誇
れ
る
自
治
会
」
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
親
睦
と
相
互
理
解
を
深

め
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
旭
町
町
内
会
は
、

粕
壁
地
区
の
北
部
に
位
置
し
、
市

祖
春
日
部
重
行
公
を
祭
る
最
勝
院

区　長

稲葉　稔

新
生
二
区

会　長

菱沼和保

小
渕
島
自
治
会

会　長

鍋田　實

旭
町
町
内
会

e 順不同 e�

健 康 相 談 会

防 災 訓 練
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前
の
旧
寺
町
通
り
、
日
光
街
道
の

旧
横
町
通
り
、
岩
槻
新
道
商
店
街

を
中
心
部
と
し
て
現
在
約
百
二
十

世
帯
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
内
会
は
、
会
長
・
副
会
長
・

組
長
・
会
計
・
会
計
監
査
で
役
員

会
を
構
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

や
課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
春
か
ら
は
、
春
日
部
の

未
来
を
先
駆
け
る
複
合
再
開
発
と

し
て
、
町
内
会
の
中
心
部
に
『
粕

壁
三
丁
目
Ａ
街
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
』
が
始
ま
り
、
二
街

区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
本
年
六
月

に
竣
工
予
定
、
公
共
施
設
（
保
育

所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児

童
セ
ン
タ
ー
）
は
平
成
二
十
一
年

度
開
設
予
定
、
一
街
区
の
二
十
六

階
建
て
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
平

成
二
十
一
年
一
月
竣
工
を
目
指
し
、

順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

こ
の
再
開
発
に
あ
た
り
、
町
内

会
の
多
く
の
世
帯
に
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
が
あ
り
、
他
方
面
へ
転
居
さ

れ
た
人
、
代
替
地
に
移
ら
れ
た
人
、

後
日
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入

居
予
定
の
人
な
ど
、
そ
れ
ら
の
掌

握
と
種
々
の
連
絡
に
各
役
員
が
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
、
新
年

会
・
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
・
夏
祭

り
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
防
災
訓

練
・
地
区
体
育
祭
へ
の
参
加
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
祭
り
は
、
町
内
の
中

心
部
で
再
開
発
工
事
が
始
ま
り
、

安
全
性
の
観
点
か
ら
参
加
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
が
、
本
年
六
月
に
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
竣
工
予
定
と
の

こ
と
で
あ
り
、
夏
祭
り
参
加
の
た

め
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
で
安
心
で

き
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
街
、
栄
町
三
丁
目
町
会
を

紹
介
し
ま
す
。
東
武
線
北
春
日
部

駅
の
西
方
に
位
置
し
た
新
興
住
宅

街
で
す
。
当
初
町
会
は
、
栄
町
自

治
会
組
織
と
し
て
昭
和
五
十
二
年

に
発
足
し
、
幾
多
の
先
人
ら
に
よ

っ
て
築
か
れ
、
今
で
は
六
百
八
世

帯
（
人
口
千
五
百
八
十
八
人
）、
極

め
て
立
派
な
街
に
成
長
し
、
大
規

模
地
域
に
発
展
い
た
し
て
お
り
ま

す
。当

町
会
の
組
織
は
、
会
長
・
副

会
長
・
書
記
・
会
計
・
各
専
門

部
・
部
員
・
各
組
長
・
班
長
の
総

勢
八
十
一
名
で
町
会
活
動
を
運
営

し
て
お
り
ま
す
。
活
動
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
は
特
に
防
犯
に
強
い

街
づ
く
り
を
合
い
言
葉
に
、
毎
月

第
三
土
曜
日
を
防
犯
強
化
の
日
に

指
定
し
、
栄
三
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
結
成
し
て
活
動
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
会
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
行
政

の
児
童
虐
待
防
止
の
カ
ラ
ー
の
オ

レ
ン
ジ
色
に
準
じ
、
年
間
を
通
し

て
「
子
ど
も
の
虐
待
を
な
く
そ
う
」

を
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
周
知
し
、
児

童
虐
待
防
止
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

町
会
行
事
は
、
メ
イ
ン
の
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
（
九
月
）・
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
（
十
一
月
）・
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
（
二

月
）・
春
秋
の
町
内
ク
リ
ー
ン
デ

ー
・
地
区
の
夏
祭
り
・
体
育
祭
と

回
を
重
ね
、
親
睦
の
和
を
広
め
て

い
ま
す
。
本
年
は
、
町
会
創
立
三

十
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
に
残
る

行
事
を
と
役
員
を
は
じ
め
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
行
政
と
の
連
携

を
密
に
、
人
々
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
街

づ
く
り
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な

住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

谷
原
一
丁
目
町
会
は
春
日
部
駅

西
口
よ
り
南
一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
位
置
す
る
利
便
性
の
良
い
閑

静
な
街
で
、
結
婚
式
場
フ
ラ
ー
ル

ガ
ー
デ
ン
が
目
印
で
す
。
当
町
会

は
四
百
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
三
つ

を
柱
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
地
域
活
動
の
充
実

古
く
か
ら
の
居
住
者
と
新
し
く

転
入
さ
れ
た
方
と
一
緒
に
な
っ
て

活
動
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

六
月
に
バ
ス
二
台
で
「
河
口
湖
散

策
」
に
出
掛
け
、
十
一
月
に
地
元

の
声
楽
家
を
招
い
て
谷
原
保
育
園

ホ
ー
ル
で
音
楽
会
を
行
い
、
十
二

月
は
地
元
産
の
も
ち
米
百
二
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
子
ど
も
た
ち
と
も
ち

つ
き
を
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
会
便
り
を
年
六
回
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
災
害
備
蓄
品
の
充
実

災
害
対
策
と
し
て
、
防
災
備
蓄

五
年
計
画
を
発
足
さ
せ
、
今
年
で

四
年
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
「
食

料
・
水
・
排
せ
つ
」
を
主
に
し
た
備

蓄
品
を
充
実
し
て
い
く
予
定
で
す
。

③
環
境
整
備
と
防
犯
対
策

会　長

今井　和

栄
町
三
丁
目
町
会

ふれあいフェスタ

会　長

稲 葉 凉 哉

谷
原
一
丁
目
町
会

地域活動の充実（音楽会）

粕壁三丁目Ａ街区再開発事業



心
地
よ
く
住
み
や
す
い
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
、
声
掛
け
と
あ

い
さ
つ
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、ゴ
ミ
出
し
の
点
検
や
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
三
十
年
前
、
東
京
か
ら
転

居
し
た
団
塊
の
世
代
で
す
。
生
活

の
拠
点
を
職
場
か
ら
地
域
に
切
り

替
え
、「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
に
至
り

ま
し
た
。
今
後
も
近
隣
の
町
会
・

自
治
会
と
も
協
力
し
て
町
会
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

当
自
治
会
は
、
北
東
に
庄
内
古

川
、
南
西
に
は
古
利
根
川
に
囲
ま

れ
、
四
号
バ
イ
パ
ス
が
横
断
し
た

市
の
東
方
に
位
置
し
、
全
体
が
調

整
区
域
で
良
い
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
緑

豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

世
帯
数
四
百
三
十
戸
ほ
ど
で
、

四
ブ
ロ
ッ
ク（
組
）
と
四
十
三
班
で

編
成
さ
れ
、自
治
会
長
・
副
会
長
・
会

計
・
組
長
会
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
沼
に
は
二
百
九
十
年
余
り
の

歴
史
が
あ
り
、
市
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
三
匹
の
獅
子

舞
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
二
回
、
七

月
「
豊
作
祈
願
」・
十
月
「
収
穫
祭
」

の
第
三
日
曜
日
に
赤
沼
神
社
に
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
子
ど

も
連
獅
子
舞
が
特
に
喜
ば
れ
、
子

ど
も
た
ち
で
作
っ
た
獅
子
頭
で
、

あ
ど
け
な
い
仕
草
で
舞
う
さ
ま
に

観
客
は
歓
声
の
エ
ー
ル
で
盛
り
上

げ
て
お
り
ま
す
。
祭
典
に
は
、
地

ビ
ー
ル
（
赤
沼
ロ
マ
ン
）、
赤
米
も

ち
、
獅
子
小
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど

多
彩
な
品
物
が
並
び
、
老
若
男
女

の
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
行
事
と
し
て
納
涼

祭
、
地
区
体
育
祭
、
ふ
れ
あ
い
食

事
会
、
防
災
訓
練
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
、
そ
の
ほ
か
組
織
活
動
で

は
資
源
回
収
、
通
学
路
下
校
時
の

見
守
り
、
環
境
浄
化
清
掃
な
ど
全

住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
活
動
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
新

た
に
農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
農
水

管
理
組
合
を
立
ち
上
げ
、
良
い
環

境
を
目
指
し
た
基
礎
づ
く
り
で
、

若
人
た
ち
を
含
め
た
次
世
代
に
共

有
す
る
財
産
と
生
態
系
景
観
の
整

備
な
ど
を
目
標
に
し
た
、夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
た
街
づ
く
り
を
五
年
計

画
事
業
と
し
、歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
り
、
行
動
し
、
住
ん
で
良
か

っ
た
と
感
じ
る
安
全
・
安
心
の
心

情
を
目
指
し
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指

導
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

正
善
第
一
自
治
会
は
春
日
部
市

備
後
東
七
丁
目
地
内
に
あ
り
、
約

二
百
五
十
世
帯
の
新
興
住
宅
地
で

す
。自

治
会
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
か
ら

紹
介
し
ま
す
と
、
五
月
中
旬
に
自

治
会
主
催
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
七
月
中

旬
に
備
後
下
地
区
五
自
治
会
主
催

の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
子
ど
も
会
を

主
に
し
た
ゲ
ー
ム
大
会
・
全
住
民

参
加
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
十

月
は
武
里
地
区
三
十
九
自
治
会
に

よ
る
体
育
祭
に
参
加
し
、
最
近
三

年
間
で
優
勝
二
回
、
準
優
勝
一
回

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
十
一
月
下

旬
に
は
、
備
後
下
地
区
五
自
治

会
・
東
急
武
里
自
治
会
・
大
場
東

口
自
治
会
の
七
自
治
会
で
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
十
二
月
初

旬
に
は
、
自
治
会
主
催
の
も
ち
つ

き
大
会
、
十
二
月
お
よ
び
一
月
の

土
曜
の
夜
に
は
、
火
の
用
心
の
夜

回
り
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
六
年

に
な
り
ま
す
が
、
地
域
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
住
民
の
交
流

を
図
り
、
そ
れ
が
地
域
の
安
全
と

安
心
の
環
境
づ
く
り
に
役
に
立
て

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
水
角
区
は
庄
和
地
区

の
南
部
に
位
置
し
、
世
帯
数
は
百

四
十
九
戸
で
八
組
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
地
区
の
四
分
の
三
は
農
業

振
興
地
域
で
、
約
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
が
あ
り
、
緑
豊
か
な
稲
作

地
帯
で
す
。
こ
う
し
た
田
園
の
中

に
四
号
バ
イ
パ
ス
や
広
域
農
道
が

通
っ
て
お
り
、
近
年
は
四
号
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
物
流
倉
庫
や
各
種
商

業
施
設
が
進
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

区
の
運
営
は
区
役
員
三
名
、
組

長
八
名
で
毎
月
の
定
例
役
員
会
で

相
談
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
長

に
は
組
内
の
要
望
な
ど
を
持
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
意
向
を

取
り
入
れ
、
住
民
参
加
の
地
域
づ

く
り
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
全
戸
に
よ
る
排

水
路
の
除
草
作
業
を
年
二
回
、
泥

上
げ
清
掃
作
業
を
年
一
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
時
期
に
は
、

区
内
の
団
体
の
ご
協
力
を
得
て
、

納
涼
夏
祭
り
大
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
焼
き
そ
ば
・
か
き
氷
な
ど

の
模
擬
店
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
、
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
三
世
代
交
流

と
し
て
、
老
人
会
主
催
に
よ
る
親

子
金
魚
す
く
い
大
会
も
同
時
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
十
一
月
は
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き
る

輪
投
げ
大
会
を
実
施
し
、
健
康
と

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 ª

会　長

永山雅通

正
善
第
一
自
治
会

区　長

萩原　勝

水
角
区

正善第一自治会の年間のイベントを支える人たち

会　長

田 中 行 雄

赤
沼
自
治
会

子ども連獅子舞



テ
ィ
ア
が
集
い
、
通
学
路
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
て
か
ら
は
、

不
審
者
が
発
生
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
道
の
法
面

の
り
め
ん

な
ど
を

利
用
し
て
サ
ル
ビ
ア
や
コ
ス
モ
ス

を
植
え
、
景
観
の
形
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
安

全
で
健
康
、
そ
し
て
住
み
良
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
今
後
も
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
地
区
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
牛
島
球
場
を
真

ん
中
に
、
西
は
女
体
神
社
付
近
、

東
は
庄
内
古
川
ま
で
、
北
は
春
日

部
・
西
金
野
井
線
沿
い
の
細
長
い

地
形
で
二
百
二
十
七
世
帯
を
有
す

る
閑
静
な
農
地
と
宅
地
の
混
在
す

る
所
で
あ
り
ま
す
。

自
治
会
役
員
は
自
治
会
長
・
副

自
治
会
長
・
会
計
長
・
組
長
三

名
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
二
十
一
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
随
時
、
役
員

会
を
開
き
、
円
滑
な
事
業
の
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
。

年
二
回
の
女
体
神
社
の
祭
典
に

は
、
疫
病
除
け
・
子
孫
繁
栄
・
家

内
安
全
を
氏
子
の
皆
様
で
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
元

旦
祭
を
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

年
も
約
千
六
百
名
ほ
ど
の
参
拝
者

が
初
参
り
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
そ

の
運
営
に
際
し
ま
し
て
は
、
今
ま

で
は
氏
子
の
方
々
に
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
年

ほ
ど
前
か
ら
氏
子
で
な
い
一
般
の

方
の
お
手
伝
い
が
毎
年
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
お
り
、
大
変
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
牛
島
全
体
の
守
り
神
と
し
て

受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

当
地
区
で
自
慢
の
出
来
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
当
地
区
の
皆
様

が
大
変
、
協
力
的
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン

デ
ー
、
防
災
訓
練
の
時
に
は
全
世

帯
の
半
分
以
上
の
百
二
十
三
名
ほ

ど
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
か
ら
児
童
の
見
守
り
隊

を
結
成
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
七
十

二
名
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

三
名
ぐ
ら
い
の
人
員
で
三
班
に
分

か
れ
て
、
毎
日
、
下
校
時
の
見
守

り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
親
睦
と
相
互

理
解
を
深
め
、
地
元
の
人
間
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
地
元
の
発
展
の
た
め
に
お
力

を
お
貸
し
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
原
二
丁
目
町
会
は
、
平
成
十

二
年
、
上
谷
原
自
治
会
か
ら
分
離

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
当
町
会
は
、

ふ
じ
通
り
・
ユ
リ
ノ
キ
通
り
に
囲

ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
ま

す
。
世
帯
数
は
二
百
十
一
、
近
く

に
八
木
崎
小
学
校
、
上
谷
原
区
画

整
理
記
念
館
を
擁
し
、
左
右
に
大

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
所
で
す
。

役
員
は
九
名
の
組
長
と
町
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
六
名
の
理
事
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
会
長
・
副
会
長
・

会
計
・
事
務
・
そ
の
他
で
分
担
し

て
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

去
年
、
や
わ
ら
二
丁
目
サ
ロ
ン

会
を
立
ち
上
げ
、
勉
強
会
・
ハ
イ

キ
ン
グ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
歌
声
な
ど

趣
向
を
変
え
て
、
住
民
と
の
親
睦

を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
て
お
り
ま
す
。
諸
行
事
と

し
ま
し
て
、
町
内
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
大
切
に
と
の
思

い
か
ら
、
年
一
回
バ
ス
旅
行
を
企

画
し
て
実
施
し
て
い
る
次
第
で
す
。

特
に
防
災
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、

向
こ
う
三
軒
両
隣
り
の
教
え
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
、
地
域
住
民
の

意
識
向
上
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

防
災
釜
を
利
用
し
た
炊
き
出
し
に

は
、
多
数
の
住
民
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
も
ち
米
四
升
を
使

用
し
て
赤
飯
が
上
手
に
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
皆
、
一
生
懸
命
に
手

伝
っ
て
く
れ
、
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
語
り
合
い
、
楽
し
く
過
ご
せ
て

大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
は
犯
罪
の
件
数
が

年
々
多
く
な
り
、
安
全
・
安
心
が

失
わ
れ
か
ね
な
い
今
日
な
の
で
、

毎
月
、
重
点
的
に
町
内
の
防
犯
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

街
灯
切
れ
、
不
審
な
行
動
を
行
う

者
の
チ
ェ
ッ
ク
に
重
点
を
置
き
、

明
る
く
安
心
し
た
町
内
づ
く
り
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
て

実
行
し
て
い
る
次
第
で
す
。

当
自
治
会
は
、
市
の
東
方
に
あ

り
、
国
道
四
号
バ
イ
パ
ス
の
北
側
、

西
は
古
利
根
川
、
東
は
庄
内
古
川

に
挟
ま
れ
た
地
区
に
あ
り
ま
す
。

銚
子
口
の
地
名
は
古
く
、
明
治
二

十
二
年
に
豊
野
村
に
合
併
す
る
前

は
銚
子
口
村
と
し
て
独
立
し
た
行

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会º

地区長

山 崎 茂 男

牛
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３
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地
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高橋宣雄

谷
原
二
丁
目
町
会

見 守 り 隊

そ ら ま め 体 操

市道のコスモス

会　長

会田貢平

銚
子
口
自
治
会



春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 Ω

政
単
位
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

ま
ま
銚
子
口
自
治
会
と
し
て
存
続

し
て
い
ま
す
。
地
区
内
に
は
、
豊

野
小
・
中
学
校
、
豊
野
地
区
公
民

館
、
駐
在
所
な
ど
が
存
在
し
、
旧

豊
野
村
の
中
心
地
で
し
た
。

当
自
治
会
の
組
織
は
、
世
帯
数

二
百
八
十
世
帯
、
四
組
、
三
十
四

班
に
編
成
さ
れ
、
自
治
会
長
・
副

会
長
・
組
長
・
班
長
・
婦
人
部
・

青
年
部
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

銚
子
口
に
は
、
三
百
十
年
余
り

の
歴
史
を
持
つ
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
銚
子

口
の
獅
子
舞
」
が
あ
り
ま
す
。
元

禄
十
年
（
千
六
百
九
十
七
年
）
に

現
在
の
越
谷
市
下
間
久
里
か
ら
伝

わ
っ
た
一
人
立
三
頭
獅
子
と
い
う

形
式
の
獅
子
舞
で
、
日
本
無
双
角

兵
衛
獅
子
と
言
わ
れ
、
雄
大
・
勇

壮
・
そ
し
て
男
性
的
な
特
徴
を
有

す
る
全
国
で
も
数
少
な
い
舞
で
す
。

毎
年
一
月
・
七
月
・
十
月
の
各
月

に
例
大
祭
を
行
い
、
銚
子
口
香
取

神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
銚

子
口
香
取
神
社
の
初
詣
に
は
、
自

治
会
役
員
も
協
力
し
て
、
毎
年
、

初
詣
客
に
甘
酒
な
ど
を
提
供
し
て

お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
春
に
は
ク

リ
ー
ン
デ
ー
の
清
掃
、
神
社
の
草

取
り
、
防
災
訓
練
、
夏
に
は
地
区

納
涼
祭
を
開
催
、
婦
人
部
を
中
心

に
親
子
三
代
に
わ
た
っ
て
の
踊
り

手
が
多
い
の
が
自
慢
で
す
。
ま
た
、

地
区
の
美
化
も
含
め
て
、
資
源
回

収
を
毎
月
第
三
日
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
学
童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
見
守
り
隊
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
住
み
や
す
い
地
区

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各

位
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
街
、
備
後
宮
田
自
治

会
を
皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

所
在
地
は
一
ノ
割
駅
よ
り
武
里
方

面
に
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
戻
り
、

線
路
際
の
宮
田
ち
び
っ
子
広
場
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
て
、
国
道
四
号
線

に
向
か
っ
て
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
ま
で
東
西
に
広
が
り
、
六

百
五
十
世
帯
の
住
宅
街
で
す
。

自
治
会
は
四
十
年
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
が
、
新
興
住
宅
の
街
で
す
。

会
員
の
連
帯
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
、

と
て
も
住
み
良
い
自
治
会
で
す
。

大
き
な
自
治
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
最

優
先
と
し
て
自
治
会
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
春
と
秋
に
行
わ
れ

る
自
治
会
内
の
「
清
掃
活
動
」
に

は
、
約
四
百
名
の
会
員
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
一
時
間
と
い
う
速

さ
で
街
中
を
き
れ
い
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

ま
た
、
春
の
「
日
帰
り
バ
ス
旅

行
」、
夏
に
行
う
恒
例
の
「
納
涼
夏

ま
つ
り
大
会
」
は
、
三
十
年
の
歴

史
が
あ
り
、
櫓

や
ぐ
ら

を
は
じ
め
四
百
個

の
提
灯

ち
ょ
う
ち
ん

付
け
も
全
て
皆
様
の
手
作

り
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
日
程
も

旧
盆
に
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
の
う

ち
は
皆
様
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
こ
こ
が
故
郷
に
な
り
、

お
孫
さ
ん
の
参
加
が
年
ご
と
に
多

く
な
っ
て
お
り
、
う
れ
し
い
限
り

で
す
。秋
に
は「
武
里
地
区
体
育
祭
」

「
防
災
訓
練
」、
初
冬
に
は
「
芋
煮

会
」「
大
抽
選
会
」
が
開
催
さ
れ
、

会
員
皆
様
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
永
沼
区
は
、
合

併
に
よ
り
市
の
東
部
に
位
置
し
、

庄
和
中
部
地
区
の
一
画
に
あ
り
ま

す
。
区
全
体
が
市
街
化
調
整
区
域

で
、
東
西
に
東
武
野
田
線
、
南
北

に
四
号
バ
イ
パ
ス
、
ま
た
、
都
市

計
画
道
路
が
区
の
中
心
部
を
東
西

に
通
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
、
永
沼
区
は
稲
作
を
中
心
と

し
た
兼
業
農
家
が
多
く
、
緑
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
す
が
、
最
近
は
小

規
模
開
発
な
ら
び
に
新
興
住
宅
が

増
え
て
、
少
し
ず
つ
環
境
に
変
化

の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
永
沼
区
は
二
百
六
十
九

世
帯
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
組
は

六
組
に
分
か
れ
、
役
員
構
成
は
区

長
・
副
区
長
・
会
計
・
組
長
・
評

議
委
員
・
監
事
の
計
二
十
四
名
、

定
例
役
員
会
は
二
か
月
ご
と
に
監

事
を
除
く
二
十
二
名
で
開
催
し
、

市
か
ら
の
要
請
・
区
運
営
に
関
す

る
議
題
を
中
心
に
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
必
要
に
応
じ
、

組
長
会
議
を
行
い
、
対
処
し
て
お

り
ま
す
。

区
の
主
た
る
事
業
と
し
て
は
、

ま
ず
、
環
境
維
持
の
た
め
、
六
月

に
一
斉
美
化
運
動
な
ら
び
に
一
斉

雑
草
刈
り
、
翌
年
三
月
に
は
堀
掃

除
を
全
世
帯
対
象
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
八

月
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一

環
と
し
て
三
世
代
交
流
納
涼
大
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
に

は
庄
和
地
区
体
育
祭
に
全
種
目
参

加
し
、
地
区
の
皆
様
に
も
呼
び
か

け
、
多
く
の
皆
様
が
応
援
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
様
の
ご
協

力
に
よ
り
強
力
な
リ
レ
ー
チ
ー
ム

が
編
成
で
き
、
男
子
三
位
・
女
子

優
勝
と
輝
か
し
い
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

会　長

橋本和久

備
後
宮
田
自
治
会

区　長

島村文雄

永
沼
区

防 災 訓 練

銚子口の獅子舞

三世代交流納涼大会
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今
後
と
も
住
民
相
互
の
理
解
と

親
睦
を
深
め
、
文
化
的
で
安
心
し

た
地
区
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
関
係
各
位
の
ご
指
導
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

我
が
街
、
備
後
須
賀
第
四
自
治

会
は
武
里
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
武

里
小
学
校
方
面
に
進
む
両
側
に
あ

る
二
百
三
十
四
世
帯
の
小
さ
な
自

治
会
で
あ
り
ま
す
。

以
前
か
ら
こ
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い

の
少
数
で
、
大
多
数
の
方
が
埼
玉

都
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
で
は
埼
玉
を
愛
し
、

春
日
部
が
大
好
き
な
方
々
の
集
ま

り
と
な
り
、
郷
土
愛
に
燃
え
る
自

治
会
と
な
り
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
の
街
づ
く
り
の
た

め
、
会
員
の
ご
協
力
で
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
武
里
小
学
校
児
童
の
下

校
に
合
わ
せ
て
、
愛
犬
家
の
皆
様

が
散
歩
を
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
毎
年
九
月
の

第
二
日
曜
日
に
は
、
須
賀
の
五
つ

の
自
治
会
が
合
同
で
大
運
動
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
懸
命
の
努
力
の
甲
斐
な
く
、

四
位
・
五
位
に
低
迷
し
て
お
り
、

誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

我
が
備
後
須
賀
第
四
自
治
会
は
運

動
会
会
場
の
武
里
小
学
校
校
庭
の

片
隅
に
大
き
な
釜
と
鍋
を
持
ち
込

み
、
災
害
時
の
非
常
訓
練
を
兼
ね

て
炊
き
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

献
立
は
毎
年
異
な
り
、
炊
き
込
み

お
こ
わ
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
会

員
の
皆
様
が
一
生
懸
命
に
和
気
あ

い
あ
い
の
う
ち
に
楽
し
く
お
い
し

い
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

負
け
惜
し
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

運
動
会
の
順
位
よ
り
自
治
会
の
皆

様
の
ご
協
力
の
姿
の
方
が
も
っ
と

も
っ
と
価
値
の
あ
る
す
ご
い
勲
章

で
あ
る
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か

せ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
倉
常
区
は
元
桜
井
村
で

一
度
杉
戸
町
に
合
併
し
、
分
町
し
て

庄
和
町
に
合
併
、
現
在
、
春
日
部
市

最
北
端
の
区
と
申
し
上
げ
て
も
よ
い

か
と
思
い
ま
す
。

江
戸
川
か
ら
取
水
す
る
中
用
水
路

と
庄
内
古
川
に
挟
ま
れ
、
南
北
に
広

が
る
緑
豊
か
な
農
村
地
帯
で
、
区
内

を
四
号
バ
イ
パ
ス
が
通
過
し
て
い
ま

す
。
庄
内
古
川
と
並
行
に
主
要
道
路

が
あ
り
、
上
手
左
の
奥
ま
っ
た
所
に

下
総
国
葛
飾
郡
の
古こ

社し
ゃ

で
あ
っ
た

愛
宕

あ
た
ご

大
権
現

だ
い
ご
ん
げ
ん

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
防
火
の
神
と
し
て
霊
験

れ
い
げ
ん

あ

ら
た
か
で
、
威
信
は
近
郷

き
ん
ご
う

に
及
ん
で

い
ま
す
。
創
建
は
、
延
元
三
年
（
千

三
百
三
十
八
年
）と
慶
安
元
年（
千
六

百
四
十
八
年
）の
二
説
あ
り
ま
す
。明

治
七
年
に
村
社

そ
ん
し
ゃ

と
な
り
、
明
治
四
十

二
年
に
村
内
の
香
取
・
山
王

さ
ん
の
う

・
八
海

は
っ
か
い

・

愛
宕

あ
た
ご

の
各
神
社
を
合
併
し
、
現
在
は

倉
常
神
社
と
称
し
て
い
ま
す
。
当
社

に
は
大
絵
馬
が
あ
り
、
市
の
有
形
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
区
は
神
社
を
中
心
と
し
た
行
事

も
多
く
、
元
旦
初
詣
、
二
月
に
は
備び

社し
ゃ

式
典
、
四
月
に
は
辻
固

つ
じ
が
た

め
式
典
・

区
の
総
会
、
五
月
は
市
の
一
斉
ク
リ

ー
ン
デ
ー
・
区
防
災
訓
練
、
七
月
は

夏
祭
り
（
み
こ
し
・
神
楽
は
や
し
な

ど
）、
納
涼
大
会
（
焼
き
そ
ば
コ
ー
ナ

ー
・
か
き
氷
・
綿
菓
子
・
焼
お
に
ぎ

り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）、
市
長
・
県
議
会

議
員
・
市
議
会
議
員
を
迎
え
、
区
内

一
同
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
八
月
は
区
内
親
子
釣

り
大
会
、
十
月
に
は
地
区
民
祭
参
加
、

十
一
月
に
は
区
独
自
の
ク
リ
ー
ン
デ

ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
の
構
成
は
一
区
・
二
区
・
三
区
に

分
か
れ
、
一
地
区
が
三
班
に
分
か
れ
、

計
九
班
九
人
の
班
長
と
三
地
区
よ
り

地
区
長
・
評
議
員
・
区
長
代
理
・
会
計

が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
評
議
員
が
監

事
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
区
で
は

平
成
十
七
年
の
広
島
県
・
栃
木
県
の

低
学
年
児
童
の
誘
拐
殺
人
事
件
の
後
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
立
ち
上
げ
、
三

人
く
ら
い
で
順
番
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
を
二
年
余
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
倉
常
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会　長

野村幸男

備
後
須
賀
第
四
自
治
会

役
員
視
察
研
修
報
告�

去
る
平
成
19
年
11
月
15
日
、
自
治

会
に
よ
る
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援

に
つ
い
て
、
先
進
地
で
あ
る
宮
城
県

石
巻
市
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
石

巻
市
で
は
、
過
去
の
台
風
被
害
に
よ

る
避
難
を
教
訓
と
し
、「
災
害
避
難
時

に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
て
お
り
、
市
が
自
治

会
・
民
生
児
童
委
員
・
自
主
防
災
組

織
な
ど
各
地
域
の
組
織
・
団
体
と
連

携
し
、
地
域
が
要
援
護
者
を
把
握
し

支
援
す
る
「
地
域
支
援
体
制
」
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

避
難
支
援
プ
ラ
ン
で
は
、
個
人
情

報
保
護
の
下
、
要
援
護
者
の
特
定
と

情
報
の
把
握
、
情
報
伝
達
体
制
の
整

備
、
避
難
支
援
者
の
決
定
、
要
援
護

者
支
援
に
係
る
訓
練
等
の
実
践
の
困

難
さ
や
課
題
等
を
ご
教
授
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
の
要
援
護
者
の
安
全
は
地
域

で
率
先
し
て
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
、
今
後
の
自
治
会
活
動
に

お
い
て
、
地
域
支
援
体
制
の
構
築
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

区　長

新井孝次

倉
常
区

自 主 防 災 訓 練

体 育 祭
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幸松地区は、市の中央北部に位置する、田園豊かな
地域です。地区内を国道４号線と16号線が通る道路交
通の要衝でもあり、小渕の立体交差点が完成したほか、
新町橋の架けかえ工事も終わり、宅地の整備とともに
人口増が見込まれる地域であります。
歴史的には、江戸時代日光街道の粕壁宿から北への

通過点、関宿方面への分岐点として知られ、地区内に
は「道しるべ」と呼ばれた道路標識が多く建てられ、
今もその幾つかを見ることができます。また、「浄春院」
や「観音院」などの仏閣、「不動院野の神楽」といった
無形文化財なども多数現存しています。自然遺産とし
ては、国の特別天然記念物に指定されている樹齢千年
以上を誇る「牛島のフジ」が、東武野田線藤の牛島駅
の近く、県道春日部松伏線沿いにあり、花の満開の時
期には例年多くの人が見物に訪れて、季節の風物詩と
なっています。
今年２月からは、循環バスの市役所～大凧会館往復

コースが地区内を通り、粕壁地区と庄和地区を結ぶ地区として、地域間交流が盛んになることを期待してい
るところです。
幸松地区では、23の地区・町会・自治会により幸松地区自治会連合会を組織しています。不審者などによ
る子どもたちの被害を未然に防ぐため、地域が一丸となって防犯活動に取り組むなど、安全で安心して暮ら
せる住みよいまちづくりを目指して、今後も自治会活動の充実に努めてまいりますので、皆様のご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。

幸松地区自治会連合会 会長 石 島 忠 夫

今
年
は
、
雪
の
多
い
厳
し
い
冬
で

し
た
が
、
待
ち
望
ん
だ
陽
光
輝
く
春

が
訪
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
七
月
に
新
潟
県
中
越

沖
地
震
が
起
き
ま
し
た
が
、
大
地
震

や
台
風
・
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
な

ど
の
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。「
遠
く
の
親

戚
よ
り
も
近
く
の
他
人
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、

隣
近
所
の
人
た
ち
が
一
番
頼
り
に
な

る
も
の
で
す
。
自
治
会
は
、
こ
う
し

た
人
々
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
で
あ
り
な
が

ら
、
な
か
な
か
目
の
届
か
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
連
合
会
で
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
市
民
皆
様

の
声
を
、
連
合
会
独
自
の
活
動
と
し
て
代
弁
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
も
、

民
意
を
反
映
し
た
議
員
定
数
と
す
べ
く
、
削
減
の

検
討
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
12
月
定
例
会
に
陳
情
書
を
提

出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ら
び

に
本
会
議
を
当
連
合
会
正
副
会
長
が
傍
聴
し
た
結

果
、「
定
数
削
減
陳
情
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
」、

「
住
民
意
向
を
反
映
で
き
る
議
員
数
が
必
要
で
あ

り
、
極
端
な
削
減
は
良
く
な
い
」、「
議
会
内
に
お

い
て
も
今
後
定
数
削
減
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
等
々
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
の
陳
情
の
経
緯
を
当
連
合
会
の
各
自
治
会

に
報
告
し
、
今
後
の
活
動
指
針
を
決
定
す
る
に
あ

た
り
、
当
連
合
会
の
自
治
会
長
・
区
長
・
地
区

長
・
町
会
長
の
個
人
の
お
考
え
を
伺
う
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
調
査
回

答
で
は
、
議
員
定
数
を
増
加
す
べ
き
が
０
人
、
現

在
数
の
ま
ま
が
７
人
、
削
減
す
べ
き
が
１
５
２
人
、

無
回
答
が
36
人
と
い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
定
数
削
減
に
係
る
陳
情

お
よ
び
自
治
会
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
報
告


